
仙台マーチング委員会
(株式会社孔栄社様)

日本タウン誌フリーペーパー大賞 グルメ部門最優秀賞受賞！
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○ 日 時：12月2日(⾦) 13:00〜17:00
○ 場 所：国⽴科学博物館 日本館2F (台東区上野公園7-20)

「仙台朝市通信」 タウン誌フリーペーパー大賞2016
のグルメ部門の最優秀賞受賞
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会場風景
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ノミネート媒体
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グルメ部門

グルメ部門の最優秀賞の発表 ノミネートの5媒体紹介 審査員から最優秀賞に「仙台朝市
通信」が受賞と発表

表彰式 佐藤社⻑から御礼のご挨拶



5

仙台朝市通信
審査コメント

夏の風物詩として有名な仙台の七夕祭り。その七
夕祭りで使われた⽵を再利⽤した⽵紙（ちくし）を
使⽤した『仙台朝市通信』。仙台の台所として、地
元の人に親しまれている仙台朝市のお店やそこで
働く人々、朝市に並ぶ旬の魚介類や野菜などをイ
ラストや写真で丁寧に紹介している、A4サイズ、12
ページの媒体です。

今回受賞した2016年夏号では、この時期に旬を
迎える宮城県沖産の「のぼりガツオ」と「仙台ミョウ
ガ」を、特集「勝男とその妻」というユニークなタイトル
で紹介。
わずか2ページの特集ではありますが、なぜ宮城県
沖のカツオが1番おいしいのかということを、栄養学
的な知⾒も⼊れながら、地元愛あふれるコピーと写
真でインパクトを持たせて構成。

タイトルに使っている書体にもこだわりが⾒られました。

「朝市通信を読んだら、この朝市に⾏ってみたくなる
よね」「この時期に三陸沖であがるカツオを⾷べたくな
るよね」と審査員全員一致でグルメ部門の最優秀
賞に選ばせていただきました。
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大賞・各最優秀賞受賞媒体対象者 記念撮影

審査員全員、仙台に⾏きたく
なる素晴らしいフリーペーパー
とのメッセージ。
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タウン誌フリペ2016大賞受賞媒体

⻑崎の歴史の奥深さや⾃然の美しさ、そして⽂化の多様性にふれるたび、
ネット社会においても、紙媒体でこそ表現する価値があるのではないかと
思っていた。
しかし⻑崎には大人向けのエンターテイメント雑誌がなく、たまたま他県に
あった季刊誌を⾒たことがきっかけで制作してみようになり発⾏人の思いだけ
で周りをまきこんで創刊したのが2008年7月。
樂のコンセプトは「知る、遊ぶ」。大人が知って楽しめる切り⼝とデザインで、
いつまでも手元に保存してもらえるよう普遍的な情報に特化している。
昨年は樂の世界観に共感した企業（ホテル）が樂と樂の特集に関連する
⻑崎の本を陳列した本棚のあるロビー「樂ラウンジ」を開設し、県内外で話
題となっている。

有限会社 イーズワークス埼⽟県発⾏ 株式会社桜井印刷所

創業93年の印刷会社が地元・川越で2015年に創刊したフリー
マガジン。
近年観光地として賑わう川越において、本誌は主に「住まう人」によ
り川越の魅⼒を知ってもらいたい、と考えている。現代の「記憶・記
録」として地元の人々の家の本棚においてもらえれば、とページ数
（約60ページ〜）や⽤紙、製本にもこだわった。
⾃社のＰＲ目的も兼ねているため広告費⽤は一切とっておらず、
印刷のほか企画、デザイン、インタビューなどほとんどが⾃社スタッフで
作成している。
年４回発⾏、地元川越を中⼼に約70ヶ所で配布中。


